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福島県｢はらまち九条の会』会報No
2016（平成28）年 3月11日
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<東日本大潅饗＞力喝皇年｡箇龍は'．．
震源地:宮城県牡鹿半島の東南約1 30km、深さ24km｡ M，9.0．震度6弱。
＜棚一…＞●12日15時36分1号機で水素爆発●14日11時01分3号機水素
爆発●15日6時10分2号機爆発●6時14分4号機爆発●9時38分4号機で火災発生

■南相馬市の犠牲者は、津波で636人（福島県内市町村一)、震災関連死は485人（全国一)。
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5年前のあの日から、大震災よりも特に人災の“核災（原発事故)”で、

私たち被災者の人権は次のように侵されたままです。さまざまな裁判が

起こされていますが、ごく当然の主張や訴えです。＜『福島は訴える』
かもがわ出版｡元福島大学長"福島県九条の会代表吉原泰助先生の輸文より＞

①恐怖と欠乏から免れ、平和に生存する権利(憲法前文）
←放射能の恐怖から必至に逃げた原発周囲の人々、5年経っても

放射能による健康障害への不安、まるで戦争時と同じです。

②個人としての尊重、生命、自由、幸福追求の権利(憲法第13条）
←避難生活、自宅でも、特に仮設住宅でのプライバシーのない、
人間の尊厳も人格も蔑ろにされ、まして幸福追求など望めません。

③法の下の平等(憲法第14条）
←「福島県民」ということで受ける様々な不利益や不平等や差別

や偏見、現在も進行中です。中央が地方を見下しています。

④居住･移転･職業選択の自由(憲法第22条）
←先祖代々の家にはもう数十年、あるいは永久に住めなくなり、
遠隔地への移転。また不本意な職業に変更も強いらています。

⑤健康で文化的な最低限度の生活の保障･生存権(憲法第25条）

⑥能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利(憲法第26条）
←志望校や合格校の断念や取り消し、劣悪な環境の仮設や間借りの
教室や校舎では、学習も学校行事も部活動も不充分な状態です。

⑦勤労の権利（憲法第27条）
←仕事もなくなり、勤労の権利が一方的に奪われ、補償も不公平。

⑧財産権(憲法第29条）
←放射能の汚染地帯となり、不動産の価値はゼロや下落。所有権や
営業権、水利権、漁業権、鉱業権なども侵されています。

●また､福島第一原発内で被曝の危険に身をさらし､原子炉の廃炉作業
に従事したり、除染作業にあたっている人々の『人権｣も、ほとんど報道さ
れませんが､被災民以上に蔑ろにされているのではないでしょうか。

’ 匝’｢高浜原発差し止め｣裁判原町区からの避難の青田勝彦さんらも参
1．2月に再稼働した関西電力高浜原発3，4号機について、3月9日大

津地裁は滋賀県の住民29人の訴えを認め、2基の運転差し止めの仮処

分を決定。「福島から学んだ判断」と評価されています。
自宅が事故原発から北25 kmで、原町区から大津市に避難している
青田勝彦さん（本会会員）は、40年来福島原発訴訟の中心になって活
動してきました。この裁判でもご夫妻は申立人になり、福島原発事故
の不条理を訴え、それが裁判を動かし勝利を勝ち取ることができた▲青田さんご夫妻

と確信します。青田さんは裁判所前のテレビにも映っていて、電話では「天にも昇り気持ち。
今日は妻の恵子の誕生日で、避難以来の5年間で一番嬉しい日になりました」と話しています。

九条は局きち
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k会員さんからのお便↓l>|
…‘夛参鱗(榔一平旅ウケノ▼201 6年2月20日『福島民報｡みんなのひろば』
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■「会報は毎月被災地の故郷の貴重な情報で、
楽しみにしています。憲法が危機にさらされて
いる昨今、諦めずに声をあげることが大切だと
感じます。先日送って戴いた『憲法』復刻版は
17歳の息子に渡しました。すぐに選挙に行く
ようになりますが、一票を大切にしてほしいと
思います。会報に相馬弁の「アンベワリー（安倍
悪い)」は息子が大ウケしていました（笑)。
また、教員組合発行の『福島から伝えたい

こと』第3集の高校生の被災体験集を読んで、
胸が締めつけられる思いでいます｡」
（南相馬市出身､横浜市緑区田中祐子さん）
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"アンパワII･-"の大ウケに応えて、県外の、

南相馬市二世のための…’
○カスカダル→生意気なことを言う I

、

○ﾌ1ンカチ→火傷（古語の「かがち（ほお1
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一く事務局よ&I>
◆大震災、福島第一原発の事故から5年。

会員の皆さまは如何お過ごしでしょう。全会
員441名の中、約60名の方がまだ市外に避
難しています。南相馬市に住んでいても様ノマ
なストレスを抱えておられるかも知れませ

ん。発想を転換したり、健康
だったら何でもできますね。

『会報集録その②』は、
会報101号～270号の集録
です。「記録されなければ、
記憶されない」（宮本常一）の思いで発刊。
各図書館に寄贈していますが、もし個人で
ご希望の方は事務局員へお申し出くださ
い。協力カンパ1 000円でお願いします。
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◆3．11が過ぎれば、震災や核災のことは忘れ
られ、東京五輪一色になりそうですが、「9条護
れ」「戦争するな」「軍備より防災を」「脱原発」
「見捨てるな」などの発信を続けましょう。
◆県内小児甲状腺がんは116人、がんの疑い

51人。それでも県民健康調査検討委員会は「放
射線の影響とは考えにくい」と。もしも自分の
子や孫だったら．・・・・すべて「次の世代のため
に」大人は頑張らなければいけません。（山崎)‐に」 ｖ

〃

、｡市外局番はTELO 2 4 4>く

｡事務局長:早坂吉彦〒975-001 6南相馬市原町区仲町2-噸↑TEL22-'.3烹亙 夢側遥参
○会長:平田慶肇(ひらたけいいち) TEL24-1 21 1oFAX24-48 25

O事務局次長:山崎健- TELO90-7527-5453 Eメール: yamazakikenl@gmail.com
o会計:井上由美 〒975-0031南相馬市原町区錦町1-43井上薬局内 TEL22-751 1．FAX26-0 8 92
O石田賢二TELO80-555 6-4037 O番場恵子TEL22-071 5 ○志賀勝明TELO90-95 30-5524
OHP:大浦祥見TEL24-0704O栗村文夫｡桂子TELO90-8851-6904O田中徳雲TELO90-27 9 6-406 1TE LO90-27 9 6-406 6

く会員さんの新聞投書〉


